
最高のCTB 
 
 
下記の記事（朝日新聞）の内容は猛省を促しています。ラクビーのプレーについて豊かな知

識と経験かない人にとっては、明確に理解できない内容を含んでいるからです。 
 「前半のトライは、パスをもらう前に外へ開いて内に切れ込んだ」 
「後半は球を受ける瞬間に開き、一人外側の相手を釣ってからのパスでトライを生んだ」 
「175 センチ、94 キロ。体格に恵まれた方ではない。すれ違いざまに防御を「ずらす」」 

 
まず、以上の3点に気付いた人がどれだけいただろうか疑間に思います。歴代日本代表のCTB

と比較してみてくたさい。フットワークも未熟で、突進力たけのプレーヤーがいました。選抜

基準の問題というよりも、そのような動きを教えられていないことか原因のようです。基本的

知識の欠如の一つとして、ボールを持って外側を走り抜けるプレーを cut out と呼び、スイッチ

パスなとから内側を走り抜けるのを cut in と呼んでいるといった間違いに始まります。cut out
も cut in もパスの線上でのキャッチ地点の問題です（図参照）。 
マークに位置する相手の外側を披くと見せかけて内へ切れこむのです。また、正面に突っ込

むと見せかけて外に開き、更に一歩外へ踏み込んで外側の相手に内への体重移動をとらせてか

ら外を抜く構えにある味方にパスして突破させるのです。 
マコーミック選手の優れた点は「タックル後の立ち上かりが早い」ことと「キャッチングの位

置で抜く」という 2 つを指摘したことかあります。あの身体でよく活躍できたのはそれたけの

技かあったということです。大畑選手も外側突破の位置取りとスピートが優れた才能を発揮し

ます。しかし、CTB に即通用するものではありません。釜石の森重隆か面白い CTB だと楽し

く観戦したことかありました。すっと以前に NZ か大型№8 を CTB コンバートしたことかあり

ます。接点でモールの核としての働きを求めたものでした。「前へ」と「接点で勝つ」ことで頭

が一杯のようです。ラグビーの面白さには「横へ」と「ずらす」ということもあるのです。 
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 朝日新聞（2007年10 月2 日朝刊）より転載                       cut in & cut out 図 
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